
No.01「家庭」×「化学」 

【授業者】川南ゆかり（家庭科），谷地祐介（理科） 

【対 象】普通科 2年生（文系選択生） 

【日 時】令和 8年 6月 2日（火），6月 5日（金） 

【テーマ】界面活性剤を探究しよう！ 

【内 容】化学基礎の既習内容である「溶解」について確認した後，プラスチックシート

に油性マジックと水性マジックで印を描き，水と有機溶媒を用いて印が消えるか実験を行

いました。界面活性剤の構造について確認し，浸透作用や乳化・分散作用，再付着防止作

用の実験を行いました。この実験では，特に仮説→検証→考察の流れを重視しました。汚

れの物質を分類する視点等を確認した後，布についた醤油やファンデーションの汚れはど

のような方法で取り除いたらよいか仮説を立てました。授業の最後には「HIMAWARI」を

用いて，振り返りを行いました。以下，生徒の感想です。 

◼ いつも家庭の授業を受けるとき，「これはそういうもの」と覚える知識頼りな教科だと

思っていて，将来困らないように家事の知識をつけるだけだと感じていました。逆に

化学は The理系という感じでその道に進む人向けの教科と思っている部分がありまし

たが，冷静に見つめてみれば家庭の知識一つ一つにきちんと理屈があって，化学で習

う難しい名前の現象は以外と身近な場面にあって，そういう知識をつなげるのは楽し

いと思いました。 

◼ 化学と家庭は今まで関連があるくらいのイメージであったが，界面活性剤のしくみや

乳化などの結びつきを知り，学際的なアプローチや視点について考えさせられた。探

究活動や研究において基礎知識と仮説をあらかじめ確保し，応用と実践により生活や

探究のなかで活用することが必要であると実践的に思い知った。 
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【HIMAWARIの結果】 

項目①～④は以下の資質・能力を示している。 

①向上心（探究心），②言語表現力，③読解力，④協働性 

（詳細は KOYO-3Sルーブリック「HIMAWARI」を参照） 
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【授業で使用した HIMAWARI】 

 

 



4 

 

【授業で使用したワークシート】 

 

 


